
■タイマーの使いかた（１分単位最大29時間59分計）

●１分単位で最大29時間59分までセットできます。
●１度セットしたタイマー時間は何回でも呼び出して使えます。
●オートリピート機能付きです。タイムアップと同時に自動的に繰り返してタイマーが作動します。

①ボタン○Aを押して にしてください。

ボタン○B を押すと になり、時桁が点滅します。（この時、温度表示と計測時間は消灯しま

す。）

③合わせ終わったら、ボタン○B を押して に戻してください。なお、 の状態で

１～２分放置しますと、自動的に に戻ります。
※一度設定されたタイマー時間は合わせ直すまで保持されます。

※ 状態では、温度測定（温度メモも含む）はできません。

①ボタン○D を押して設定時間を呼び出します。（プリセット）

（タイマーが作動中の場合はボタン○C でストップしてからボタン○D でプリセットしてください。）
プリセットされると下の段に設定時間が表示されます。
②ボタン○C を押すたびにスタート、ストップができます。（この操作は何回でもできます）
残り３秒、２秒、１秒で報音し、
オートリピートONの場合：０秒で約１秒間報音し、くり返し計測します。
オートリピートOFFの場合：０秒から10秒間タイムアップ音がなります。鳴っているタイムアップ音を止める

にはボタン○A○B○C ○D ○E のいずれでもできます。
③計測終了または、ストップ状態からボタン○D を押すとタイマー設定時間がプリセットされます。
※オートリピートタイマーを選択した場合は、ストップしない限り計測及び報音しつづけます。不必要な場合は止めておきま
しょう。

＊ における について

●タイマー計測中も含め、 ができます。ただし 状態では、できませんのでご注意

ください。ボタン○E を押すと から になります。（くわしくは、『温度メモのしかた』

をご覧ください）

● が完了しますと、 に戻ります。この間、タイマーのボタン操作はできません。（計測

中のタイマーは作動し続けています。）

● が完了する前に、ボタン○A を押すと、メモリーされずに に戻すことができます。（く

わしくは、『温度メモのしかた』をご覧ください。）

●タイマー予告音（３秒、２秒、１秒）の鳴っているときに をするためにボタン○E を押すと、タイムア

ップ音が鳴り終ってから を行います。

●タイムアップ音が鳴っているとき、ボタン○E を押してもタイムアップ音の鳴り止めとなりますので温度メモをし
たい場合はもう一度ボタン○E を押してください。

＊ における毎分の温度測定について

●タイマー予告音やタイムアップ音が、現在時刻の58秒付近から０秒付近と重なった場合は、毎分の温度測定はし
ません。
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■温度計測について

●毎分（58秒から０秒のとき）、温度を計測し、温度表示部へ表示します。
●－20℃～＋50℃まで、0.1℃単位で表示します。
●計測条件に、携帯モードと放置モードとがあり、状況に合わせ、選択することができます。
●温度計測をしたい時には、１分毎ではなく、フロントボタン○E を押すことで、計測し、記録します。（くわしく
は、 を参照ください。）
※ と 状態では毎分の温度計測はしません。

●計測条件には、 と とがあります。
携帯モード：腕に時計を付けている状態での温度測定のときに選択します。
放置モード：時計を腕から外し、体温等の影響を受けない状態で、測定をしたいときに選択します。

※携帯モードでは、温度センサーで感知した温度から、あらかじめプログラムされた数値を引いて、表示します。（体温の影
響で温度がやや高く測定されることを考えてあります。）しかし、個人により体温からの影響に差がありますので温度は目
安とお考えください。

①ボタン○Aを押して、 にしてください。

②ボタン○C を押しつづけると、携帯モードマーク（ ）が点滅し、さらに押しつづけるとモードの変更ができます。

①温度センサー部の表面温度を計測しています。センサー部に指を近づけたり、センサー部に触れると温度が高く
なりますのでご注意ください。
②腕につけたまま計測する場合、体温の影響で時計自体が暖まり、正確な温度測定ができない場合があります。正
確に計測したい場合は、〈放置モード〉に切り替え、腕から外してしばらくたってから温度表示を見てください。
（急激な温度変化があった場合等条件によっては数十分かかる場合があります。）
③腕から外して計測する場合、時計を置くところの温度の影響を受けますので、ご注意ください。たとえば熱くな
った車のボディーの上等へ置いた場合は、下からの影響が強く、センサー部表面の温度計測に誤差が生じます。
④－20℃より低い温度、＋50℃を越える温度を計測した場合、図のような表示となります。

いずれの場合も、作動温度範囲外となります。時計が機能しなくなるおそれがありますので、ご注意ください。
⑤水中での温度計測条件は〈放置モード〉が適しています。しかし、水中での頻繁なボタン操作は、故障の原因と
なりますので、ご注意ください。

※この温度計は、体温計としては、お使いいただけません。
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■各部の名称とはたらき

■アラーム時刻の合わせかた

①ボタン○Aを押して にしてください。

②ボタン○B を押すと となり、時桁が点滅します。24時間制の場合は「24」、12時間制の場合は

午後の「Ｐ」も同時に点滅します。（この時、温度表示は消灯します。）

③ボタン○C を押して時桁または、分桁を選択し、ボタン○D で合わせます

④合わせが終わったらボタン○Bを押して に戻してください。なお、 の状態で１

～２分放置しますと、自動的に に戻ります。

※ 状態では、温度測定（温度メモを含む）はできません。

アラーム表示においてボタン○C を押すごとに図のように、「アラームマーク 」と「時報マーク 」が点

灯または、消灯となります。

アラーム表示においてボタン○C を押しつづける（２～３秒）とアラーム音の試聴ができます。
※このときアラーム、時報の鳴る、鳴らないの設定が替わりますので、ご注意ください。
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■温度メモのしかた

●どの表示においても、フロントボタン○E を押すと温度メモができます。
●記録される内容は、

温度、温度計測条件、月、日、時、分、秒です。
温度はもちろん、時刻等のメモとしても利用できます。
●記録されるデータは最大10個です。
●記録されたデータは で見ることができます。

①どの表示においても、ボタン○E を押します。

●ボタンが押されてから、約３秒後の温度と、現在時刻、日付け、データナンバーが記録されます。
●記録されたデータ内容は、その後約３秒間表示します。その間「MEMO」マークは点滅しています。
※温度計測条件はあらかじめ選択してあるものになります。（温度測定条件の選択のしかたを参照ください。）
②その後、自動的に元の表示に戻ります。
たとえば、 にて計測中であった場合は、 から、 に
戻り、計測中の時間がひきつづき表示されます。
※温度メモのボタン○E がきかないのは、 ●

● の３状態と

●
アラーム音とタイマー終了音が鳴っている時です。

をしたい場合は、各 状態から抜け出ることでボタン○E がききます。またアラーム音とタイマー終了音が

鳴っているときは、１回目で鳴りどめとなり、もう一度押すと ができます。

※ボタン○E を押してから、アラーム、タイマー音が鳴った場合は、鳴り終わるまで をしません。早く を
したい場合はもう一度ボタン○E を押してください。
※水中での頻繁なボタン操作は、故障の原因になりますのでご注意ください。

10回を越える をした場合（データナンバーが10の時）には新しいデータをメモリーする毎に古いデー
タより消去します。

ボタン○E を押し、温度表示部が点滅しはじめてから、再度点灯するまで（約３秒間）にボタン○A を押すと、温度
メモがされず元の表示に戻ります。
※この時、ボタン○A の替わりに、ボタンＥを押しても はされず、新たな点滅がはじまります。
キャンセルしたい場合は、温度表示部が点灯する前にボタン○A を押してください。
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※ 温度メモ　リコール表示 において、１～２分ボタン操作がない場合は、自動的に 時刻・カレンダー表示 に�
　戻ります。�

■表示の切り替えかた

■温度メモの呼び出しかた

●フロントボタン○E で記録したデータを呼び出すことができます。
●温度、温度測定条件、日付け、時刻を見ることができます。
●最大10コのデータを呼び出すことができます。
①ボタン○Aを押して にしてください。

②ボタン○D を押すと、記録してあるデータを１つずつ表示します。
データナンバーが「１」の表示のあとボタン○D を押すと一番新しいデータに戻ります。

温度メモの消去のしかた
●温度メモが不要になったとき消去することができます。消去は記録しているデータがすべて消去されますのでご
注意ください。 にてボタン○C とボタン○D を同時に押しつづけると、表示が点滅し、こ
のような表示となります。
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■時刻・カレンダー合わせ（時刻合わせは、電話の時報サービスTEL117が便利です。）

ボタン○D を押すごとに点滅している数字が１つずつ進みます。（押しつづけると早く進みます）

〈秒〉を点滅させ時報に合わせてボタン○D を押すと00秒に合います。
〈秒〉が30～59秒の時ボタン○D を押すと〈分〉が１分くり上がって00秒に合います。

③合わせ終わったらボタン○Bを押して に戻してください。

なお、 の状態で１～２分放置しますと、自動的に に戻ります。

※ 状態では、温度測定（温度メモも含む）はできません。時刻・カレンダー合わせ
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■ストップウオッチの使いかた（1/100秒単位30時間計）

●このストップウオッチは、1/100秒単位で30時間計測できます。
●スプリット機能付きです。

①ボタン○Aを押して にしてください。

②ボタン○C を押すごとにストップウオッチがスタート／ストップします。
※使う前に０秒にもどしてください。
●ストップ状態から、ボタン○Dでリセットしてください。
●「SPL」マークが点滅している状態からはボタン○C でストップさせ、「SPL」マークの点灯を確認してから、
ボタン○Dを２回押してリセットしてください。

＊ における について

●ストップウオッチ計測中を含め、どの状態からも ができます。

ボタン○E を押すと、 から になります。（くわしくは『温度メモのしかた』
をご覧ください。）
● が完了しますと、 に戻ります。この間、ストップウオッチのボタン操作は
できません。（計測中のストップウオッチは作動し続けています。）
● が完了する前にボタン○A を押すと、メモリーされずに に戻すことができま
す。（くわしくは『温度メモのしかた』をご覧ください。）
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ボタン ◯�B

時� 分�
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ボタンＤを押すと点滅している数字が
１つずつ進みます。�
（押しつづけると早く進みます。）�

◯�

◯�ボタンＤを押すごとにオートリピ
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オートリピート�
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オートリピート�
OFF
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にくりかえし計測
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す。�
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オートリピートON/OFF

◯�ボタンＣを押すたびに点滅箇所が替わります。�

○�C ○�C ○�D

タイマーの使いかた

設定時間�

計測時間（残時間）�

◯：スタート／ストップ�C

◯：プリセット�D

例：オートリピートON、５分タイマーをプリセットした場合。�

時報マーク� アラームマーク�

午後マーク�

アラーム時刻（アラーム時刻：午後７時）�◯Ａ�
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　アラーム時刻も24時間制で�
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１位タイム表示� ２位タイム表示�

（２位ゴール）�

スタート�
C◯�

スプリット� ストップ�
C◯�

リセット�
D◯�
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タイマー時間の合わせかた

温度計測条件の選択のしかた

押しつづけ２～３秒�
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◯�C

◯�D

〈携帯モード〉� 〈放置モード〉�
携帯モードマーク（　）が点灯� 携帯モードマーク（　）が消灯�

－20℃より低い場合� ＋50℃を越える場合�

温度計測上の注意事項 （より正確な温度計測をするために）

ボタン�◯�E

MEMO

THERMO
MEMORY

日付け�
（12月６日）�

温度計測条件�

〈温度メモ表示〉�

温度�

記録している�
データの番号�

温度メモ表示となり、「MEMO」マークと温度表示、�
データナンバーが点滅しはじめます。�
　それまでの表示は一時的に表示が切り替わり、�
　温度メモが終了すると、元の表示へ戻ります。�

現在時刻�

デ
ー
タ
ナ
ン
バ
ー�

THERMOMEMORY

THERMO
MEMORY

ボタン�◯�E

｝

10回を越える をした場合温度メモ

温度メモをキャンセルしたい場合

温度計測条件（携帯モード）�

温度メモ時刻�

温度メモ日付け�
（12月５日）� 温度�

データナンバー�

一番新しいデータが表示されます。�
 ◯A

 ◯C

 ◯D

ボタン ◯C 、 ◯Dを押しつづけ１～２秒で�
データの消去ができます。�

●時刻・カレンダー表示 ････温度計測条件選択
時刻・カレンダー合わせ ･･修正箇所の選択

●温度メモ　リコール表示 ･･ボタン○D と同時押しでデータの消去
●ストップウオッチ表示 ････スタート・ストップ
●タイマー表示 ････････････スタート・ストップ
タイマー時間合わせ ･･････修正箇所の選択

●アラーム表示 ････････････アラーム・時報の設定
サウンドデモンストレーション

アラーム時刻合わせ ･･････修正箇所の選択
●アラーム・タイマー終了音の鳴り止め

●時刻・カレンダー合わせ ････修正箇所の合わせ
●温度メモ　リコール表示 ････データの呼び出し：ボタン○C

と同時押しでデータの消去
●ストップウオッチ表示 ･･････スプリット・リセット
●タイマー表示 ･･････････････プリセット
タイマー時間合わせ ･･････････修正箇所の合わせ
●アラーム時刻合わせ ････････修正箇所の合わせ
●アラーム・タイマー終了音の鳴り止め

① の時、ボタン○Bを押すと となり、秒桁が点滅します。（この時、
温度表示は消灯します。）
②ボタン○C を押して合わせたい箇所を点滅させボタン○D で合わせます。

状態時刻・カレンダー合わせ

時刻・カレンダー合わせ時刻・カレンダー表示


